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クォータ情報の表示方法

クォータ情報の表示の概要

クォータ レポートを使用して、クォータ ルールおよびクォータ ポリシーの設定、適用
および設定されたクォータ、クォータのサイズ変更および再初期化中に発生したエラー
などの詳細を表示できます。

クォータ情報は、次のような場合に表示すると役に立ちます。

• クォータを設定する（クォータを設定し、その設定を確認する場合など）。

• もうすぐディスク スペースまたはファイルの上限に達する、または上限に達したという通知に対応する。

• スペースの拡張要求に対応する。

クォータ レポートを使用した有効なクォータの確認

クォータはさまざまな方法で適用されるため、ユーザが明示的に作成したクォータ以外
のクォータも有効になります。現在有効なクォータを確認するには、クォータ レポート
を表示します。

次に、FlexVol vol1と、このボリュームに含まれるqtree q1に適用されている各種クォータのクォータ レポー
トを表示する例を示します。

qtreeにユーザ クォータが指定されていない例

この例の場合、qtreeが1つ存在します（ボリュームvol1に含まれるq1）。管理者が3つのクォータを作成しま
した。

• vol1に対して400MBのデフォルト ツリー クォータ制限

• vol1に対して100MBのデフォルト ユーザ クォータ制限

• ユーザjsmithのためにvol1に対して200MBの明示的ユーザ クォータ制限

これらのクォータのクォータ ルールは、次の例のようになります。
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cluster1::*> volume quota policy rule show -vserver vs1 -volume vol1

Vserver: vs1               Policy: default           Volume: vol1

                                               Soft             Soft

                         User         Disk     Disk   Files    Files

Type   Target    Qtree   Mapping     Limit    Limit   Limit    Limit

Threshold

-----  --------  ------- -------  --------  -------  ------  -------

---------

tree   ""        ""      -           400MB        -       -        -

-

user   ""        ""      off         100MB        -       -        -

-

user   jsmith    ""      off         200MB        -       -        -

-

これらのクォータのクォータ レポートは、次の例のようになります。

cluster1::> volume quota report

Vserver: vs1

                                    ----Disk----  ----Files-----   Quota

Volume   Tree      Type    ID        Used  Limit    Used   Limit

Specifier

-------  --------  ------  -------  -----  -----  ------  ------

---------

vol1     -          tree   *           0B  400MB       0       -   *

vol1     -          user   *           0B  100MB       0       -   *

vol1     -          user   jsmith    150B  200MB       7       -   jsmith

vol1     q1         tree   1           0B  400MB       6       -   q1

vol1     q1         user   *           0B  100MB       0       -

vol1     q1         user   jsmith      0B  100MB       5       -

vol1     -          user   root        0B    0MB       1       -

vol1     q1         user   root        0B    0MB       8       -

クォータ レポートの最初の3行には、管理者が指定した3つのクォータが表示されます。これらのクォータの
うちの2つはデフォルト クォータであるため、ONTAPによって自動的に派生クォータが作成されます。

4行目には、vol1のすべてのqtree（この例ではq1のみ）のデフォルト ツリー クォータから派生するツリー ク
ォータが表示されます。

5行目には、ボリュームのデフォルト ユーザ クォータとqtreeクォータが存在するためにqtreeに作成される、
デフォルト ユーザ クォータが表示されます。

6行目には、jsmithのためにqtreeに作成される派生ユーザ クォータが表示されます。このクォータが作成され
るのは、qtree（5行目）にデフォルト ユーザ クォータが存在し、ユーザjsmithがそのqtree上のファイルを所
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有しているためです。qtree q1でユーザjsmithに適用される制限が、明示的ユーザ クォータ制限（200MB）
で決定されることはありません。これは、明示的ユーザ クォータ制限がボリュームに対するものであ
り、qtreeの制限には影響を及ぼさないためです。qtreeの派生ユーザ クォータ制限は、そのqtreeのデフォル
ト ユーザ クォータ（100MB）で決定されます。

最後の2行には、そのボリュームおよびqtreeのデフォルト ユーザ クォータから派生する他のユーザ クォータ
が表示されます。rootユーザがボリュームとqtreeの両方でファイルを所有しているため、ボリュームとqtree

の両方のrootユーザに派生ユーザ クォータが作成されました。クォータに関してrootユーザは特別な扱いを受
けるため、rootユーザの派生クォータは追跡クォータのみです。

qtreeにユーザ クォータが指定された例

この例は、管理者がqtreeにクォータを2つ追加したことを除き、先の例に似ています。

ボリューム1つ（vol1）と、qtree 1つ（q1）がまだ存在しています。管理者が次のクォータを作成しました。

• vol1に対して400MBのデフォルト ツリー クォータ制限

• vol1に対して100MBのデフォルト ユーザ クォータ制限

• ユーザjsmithのためにvol1に対して200MBの明示的ユーザ クォータ制限

• qtree q1に対して50MBのデフォルト ユーザ クォータ制限

• ユーザjsmithのためにqtree q1に対して75MBの明示的ユーザ クォータ制限

次に、これらのクォータのクォータ ルールの例を示します。

cluster1::> volume quota policy rule show -vserver vs1 -volume vol1

Vserver: vs1               Policy: default           Volume: vol1

                                               Soft             Soft

                         User         Disk     Disk   Files    Files

Type   Target    Qtree   Mapping     Limit    Limit   Limit    Limit

Threshold

-----  --------  ------- -------  --------  -------  ------  -------

---------

tree   ""        ""      -           400MB        -       -        -

-

user   ""        ""      off         100MB        -       -        -

-

user   ""        q1      off          50MB        -       -        -

-

user   jsmith    ""      off         200MB        -       -        -

-

user   jsmith    q1      off          75MB        -       -        -

-

次に、これらのクォータのクォータ レポートの例を示します。
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cluster1::> volume quota report

Vserver: vs1

                                    ----Disk----  ----Files-----   Quota

Volume   Tree      Type    ID        Used  Limit    Used   Limit

Specifier

-------  --------  ------  -------  -----  -----  ------  ------

---------

vol1     -          tree   *           0B  400MB       0       -   *

vol1     -          user   *           0B  100MB       0       -   *

vol1     -          user   jsmith   2000B  200MB       7       -   jsmith

vol1     q1         user   *           0B   50MB       0       -   *

vol1     q1         user   jsmith      0B   75MB       5       -   jsmith

vol1     q1         tree   1           0B  400MB       6       -   q1

vol1     -          user   root        0B    0MB       2       -

vol1     q1         user   root        0B    0MB       1       -

クォータ レポートの最初の5行には、管理者が作成した5つのクォータが表示されます。これらのクォータの
いくつかはデフォルト クォータであるため、ONTAPによって自動的に派生クォータが作成されます。

6行目には、vol1のすべてのqtree（この例ではq1のみ）のデフォルト ツリー クォータから派生するツリー ク
ォータが表示されます。

最後の2行には、そのボリュームおよびqtreeのデフォルト ユーザ クォータから派生するユーザ クォータが表
示されます。rootユーザがボリュームとqtreeの両方でファイルを所有しているため、ボリュームとqtreeの両
方のrootユーザに派生ユーザ クォータが作成されました。クォータに関してrootユーザは特別な扱いを受ける
ため、rootユーザの派生クォータは追跡クォータのみです。

次の理由から、他のデフォルト クォータと派生クォータは作成されませんでした。

• ユーザjsmithは、このボリュームとqtreeの両方にファイルを所有していますが、両方のレベルですでに明
示的クォータが存在するため、このユーザに派生ユーザ クォータは作成されませんでした。

• このボリュームまたはqtreeのどちらかにファイルを所有しているユーザが存在しないため、他のユーザに
派生ユーザ クォータは作成されませんでした。

• qtreeにはすでにデフォルト ユーザ クォータが存在するため、このボリュームのデフォルト ユーザ クォ
ータによってqtreeにデフォルト ユーザ クォータが作成されることはありませんでした。

適用クォータが設定されたクォータとは異なる理由

適用クォータは設定されたクォータとは異なります。派生クォータは設定されることな
く適用される一方、設定されたクォータは正常に初期化されたあとにのみ適用されるた
めです。これらの違いを理解すると、クォータ レポートに表示される適用クォータと設
定したクォータを比較するのに役立ちます。

クォータ レポートに表示される適用クォータは、次の理由から、設定されたクォータ ルールとは異なる場合
があります。
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• 派生クォータは、クォータ ルールとして設定されることなく適用されます。派生クォータは、デフォルト
クォータに応じてONTAPによって自動的に作成されます。

• クォータ ルールが設定されたあと、ボリュームでクォータが再初期化されていない可能性があります。

• ボリュームでクォータが初期化されたときにエラーが発生した可能性があります。

クォータ レポートを使用した特定ファイルへの書き込みを制限
しているクォータの特定

特定のファイル パスを指定してvolume quota reportコマンドを実行すると、どのクォー
タ制限がファイルへの書き込み処理に影響しているかを確認できます。これは、どのク
ォータが書き込み処理を妨げているかを把握するのに役立ちます。

手順

1. -pathパラメータを指定してvolume quota reportコマンドを使用します。

特定のファイルに影響しているクォータの表示例

次の例は、FlexVol vol2のqtree q1に存在するファイルfile1への書き込みにどのクォータが影響しているかを確
認するコマンドと出力を示しています。

cluster1:> volume quota report -vserver vs0 -volume vol2 -path

/vol/vol2/q1/file1

Virtual Server: vs0

                                    ----Disk----  ----Files-----   Quota

Volume   Tree      Type    ID        Used  Limit    Used   Limit

Specifier

-------  --------  ------  -------  -----  -----  ------  ------

---------

vol2     q1        tree    jsmith     1MB  100MB       2   10000   q1

vol2     q1        group   eng        1MB  700MB       2   70000

vol2               group   eng        1MB  700MB       6   70000   *

vol2               user    corp\jsmith

                                      1MB   50MB       1       -   *

vol2     q1        user    corp\jsmith

                                      1MB   50MB       1       -

5 entries were displayed.

ONTAPのクォータに関する情報を表示するコマンド

コマンドを使用して、適用されたクォータとリソース使用量を含むクォータ レポートを
表示したり、クォータの状態とエラーに関する情報、またはクォータ ポリシーとクォー
タ ルールに関する情報を表示したりできます。

次のコマンドは、FlexVolに対してのみ実行できます。
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状況 使用するコマンド

強制クォータに関する情報を表示する volume quota report

クォータ ターゲットのリソース使用量（ディスク容
量とファイル数）を表示します

volume quota report

ファイルへの書き込みが許可された場合に影響を受
けるクォータ制限を決定する

`volume quota report`と `-path`パラメータ

`on`、 `off`、

`initializing`などのクォータ状態を表示
します。

volume quota show

クォータ メッセージのログ記録に関する情報を表示
する

`volume quota show`と `-logmsg`パラメータ

クォータの初期化とサイズ変更中に発生したエラー
を表示する

`volume quota show`と `-instance`パラメータ

クォータ ポリシーに関する情報を表示する volume quota policy show

クォータルールに関する情報を表示する volume quota policy rule show

Storage Virtual Machine（SVM、旧Vserver）に割り
当てられているクォータ ポリシーの名前を表示する

`vserver show`と `-instance`パラメータ

`volume quota`の詳細については、link:https://docs.netapp.com/us-en/ontap-

cli/search.html?q=volume+quota["ONTAPコマンド リファレンス"^]を参照してください。

volume quota policy rule showコマンドとvolume quota
reportコマンドのどちらを使用するか

どちらのコマンドもクォータに関する情報を表示しますが、 `volume quota policy rule

show`は構成されたクォータ ルールを迅速に表示するのに対し、 `volume quota report`

コマンドはより多くの時間とリソースを消費し、強制されたクォータとリソース使用量
を表示します。

`volume quota policy rule show`コマンドは、次の目的に役立ちます：

• アクティブ化する前にクォータ ルールの設定を確認する
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このコマンドは、クォータが初期化されているかサイズ変更されているかに関係なく、設定されているす
べてのクォータ ルールを表示します。

• システム リソースに影響を与えずにクォータ ルールをすばやく表示する

ディスクおよびファイルの使用量が表示されないため、このコマンドはクォータ レポートほどリソースを
消費しません。

• SVMに割り当てられていないクォータ ポリシー内のクォータ ルールを表示する

`volume quota policy rule show`

の詳細については、link:https://docs.netapp.com/us-en/ontap-cli/volume-

quota-policy-rule-show.html["ONTAPコマンド リファレンス"^]を参照してください。

`volume quota report`コマンドは、次の目的に役立ちます：

• 派生クォータを含む適用クォータを表示する

• 派生クォータの影響を受けるターゲットも含め、有効なすべてのクォータで使用されているディスク スペ
ースとファイル数を表示する

（デフォルト クォータの場合、結果の派生クォータに照らして使用量が追跡されるため、使用量は「0」
と表示されます）。

• ファイルへの書き込みを許可するタイミングに影響するクォータ制限を特定する

`-path`パラメータを `volume quota report`コマンドに追加します。

クォータ レポートの生成には大量のリソースが消費されます。クラスタ内の多数のFlexVolに対
して実行すると、完了までに時間がかかることがあります。SVM内の個々のボリュームのクォ
ータ レポートを表示する方が効率的です。

`volume quota report`の詳細については、link:https://docs.netapp.com/us-

en/ontap-cli/volume-quota-report.html["ONTAPコマンド リファレンス

"^]を参照してください。
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